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１．平成 29 年度の検討委員会等の取り組みについて（案） 

主な検討項目 鎌倉市交通計画検討委員会 鎌倉市交通計画検討委員会・専門部会 特別委員会・幹事会 
（仮称）鎌倉ロードプライシングに特化した検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【主な検討項目】 

ⅰ.20 の施策 

・(仮称）鎌倉ロードプライシ

ング 

・パークアンドライド 

・鎌倉フリー環境手形 

・歩行者尊重道路 

・総合的な交通情報 

 

ⅱ.（仮称）鎌倉ロードプライシング 

1.課金の方向性（継続） 

・課金対象エリア 

・課金パターン 

・課金の使途等 

2.導入後の効果や課題分析 

（別途実施する交通シミュレ

ーションや交通量調査、アン

ケート調査結果の活用） 

 

 

 

第 5 回 幹事会 

（平成 29 年 9 月予定） 

・ 平成 29 年度の進め方について 

・ (仮称)鎌倉ロードプライシング

の骨子（法制度、課金パターン等）

 

第 29 回（平成 29 年 10 月予定） 

・ 幹事会の報告について 

・ 歩行者尊重道路の PR 展開について 

第 3１回（平成 30 年 1～２月予定） 
・ 歩行者尊重道路の PR 展開について 

・ 特別委員会、幹事会の報告について 

・ (仮称)鎌倉ロードプライシング導入後の効果や課題分析 

第 13 回（平成 29 年 11 月予定） 
・ 平成 29 年度の進め方について 

・ 特別委員会・幹事会の報告について 

・ 歩行者尊重道路について 第 3 回 特別委員会 

（平成29 年10～12 月予定） 

・(仮称)鎌倉ロードプライシングの

骨子（法制度、課金パターン等） 

 

第 14 回（平成 30 年 3 月予定） 
・ 歩行者尊重道路の PR 展開について 

・ 特別委員会、幹事会の報告について 

・ (仮称)鎌倉ロードプライシング導入後の効果や課題分析

 

第 6 回 幹事会 

（平成30 年2～3 月予定） 

・導入後の効果や課題分析の報告 

・(仮称)鎌倉ロードプライシングの

骨子（法制度、課金パターン等） 

・平成 30 年度以降社会実験計画 

※平成 29 年度以降の（仮称）鎌倉ロードプライシングをとりまくロードマップの骨子（案）の庁内・関係機関との合意形成 

平成 29 年度 制度骨子 ⇒ 平成 30 年度 地区交通計画のとりまとめ ⇒ 平成 31 年度 社会実験 

関係者への個別意見交換に

よる検討課題への対応方針

の整理 

・国土交通省 

・総務省 

・神奈川県 等 

第 30 回（必要に応じて適宜開催） 

※第 13 回委員会の結果、議論が必要になった場合 

※第３回特別委員会の結果、(仮称)鎌倉ロードプライシング

の骨子の策定において課金パターン等の議論が必要にな

った場合 等 

第 28 回（平成 29 年７月 25 日） 

・ 平成 29 年度の進め方について 

・ 20 の施策等の今後の進め方について 

・ 歩行者尊重道路の整備優先順位について 

・ 江ノ電鎌倉駅西口改札における社会実験に係るアンケ

ート調査結果について 

（
仮
称
）
鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
効
果
と
課
題
を
検
証
す
る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施 



 

2 

 
 

   
２．20 の施策等の今後の進め方について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次頁に続く
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３．歩行者尊重道路の整備優先順位について 

１）昨年度の第 12 回検討委員会（平成 29 年 3 月 15 日開催）で了承された事項 

 
 

 
 
区分 名称 備考 

平成8年の
鎌倉地域
の地区交
通計画に
関する提
言に位置
付けられ
ている歩
⾏者尊重
道路 

①今⼩路通り  
②⼩町⼤路 請願書を受け鎌倉郵便局

前交差点から⼩町⼤路間
を結ぶ道路を追加 

③海浜公園〜周辺観光
拠点間道路 

都市計画道路として整備
されている海浜公園前交
差点以南の区間は歩道が
確保されていることから
歩⾏者尊重道路の位置づ
けを解除 

④江ノ電⻑⾕駅前道路  
追加した
歩⾏者尊
重道路 

⑤稲村ヶ崎駅近隣〜極
楽寺駅〜極楽寺切通
し〜坂ノ下に抜ける
道路 

請願書を受けて追加 

⑥佐助⼀丁目信号〜御成
中学校前〜鎌倉⼥学院
前に抜ける道路 

〃 

⑦県道藤沢鎌倉線から
⻑⾕⼤⾕⼾交差点に
抜ける道路 

〃 

⑧若宮⼤路横須賀線⾼
架下付近から御成⼩
学校前交差点に抜け
る道路 

専門部会での意⾒を踏ま
えて追加 

⑨二の鳥居前交差点か
ら鎌工会館ビルに抜
ける道路 

 

①歩行者尊重道路の位置づけ 

②計画から事業までの道すじ 

③整備方針（案） 

図.歩行者尊重道路の位置づけ  
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 図.計画から事業までの道すじ （第 12 回検討委員会資料 再掲） 

≪平日の通学路対策等≫

通学路対策等の必要性の検証★
既存施策、休日の対策以上の施策

（例えば⾃動⾞進⼊禁⽌等）の必要有無

■検討委員会・専門部会➾計画作成

整備順位の高い道路から
具体的な整備計画（案）の作成

⑤鎌倉市と協働で具体的な整備計画
の作成

⑥社会実験等を通して効果と課題の
確認

⑦必要に応じて具体的な整備計画の
⾒直し

■沿道⾃治会

  社会実験の実施（必要に応じて）
課題・効果検証★

歩⾏者尊重道路の位置づけ

本格実施

課題・効果の検証★

取組みの⾒直し（必要に応じて）

■歩⾏者尊重道路整備計画の策定
①歩⾏者尊重道路の選定基準
②整備方針
③整備優先路線の基準

歩⾏者尊重道路のＰＲ展開

（優先順位の⾼い路線から順次対応）

整備の優先順位の決定★

意⾒交換等
（必要に応じて歩⾏者尊重道路専門部会等の設置）

他の計画に活かすための
課題・効果のストック

関係機関

・道路管理者
・交通管理者
・交通事業者

協議
調整

★実施に際しては、⾃動⾞と歩⾏者の交通量や⾃動⾞の⾛⾏速度等の実態把握が必要

位置づけの要望
想定しているPR活動の検討
・位置図（マップ）の作成・公表
・入口看板等の設置
・カーナビへのハンプ（凸部）等設置箇所の情報案内のお願い
・市役所等の横断歩道前にハンプ（凸部）の設置※ 等
（※関係機関への働きかけ等を含め実現方策を検討）

サ
クル

イ

Ａ
Ｃ

①交通環境の変化等に伴う
新たな歩⾏者尊重道路の追加要望

②⼊口看板等の設置協⼒
③ハンプ（凸部）等の実体験等をとお

して、整備計画への理解を深める

④整備要望
（基本的には①要望があれば④整備要望を含む）

整備の要望
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２）本日の主な論点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪第 28 回専門部会の主な論点≫ 
 歩⾏者尊重道路は、１年間に１路線程度の整備を目標に進めたいと考えています。これまでの議論を踏まえ事務局で考えた

進め方（案）等について議論します。 

①整備路線を選定する進め方（案）について(次頁参照) 

②整備優先順位の評価基準や評価方法について 

昨年度の第 27 回専門部会に引き続き、歩⾏者尊重道路の優先順位について議論します。 

≪第２7 回専門部会に提示した歩⾏者尊重道路の整備優先順位の考え方（事務局案）について≫ 
 歩⾏者尊重道路の整備は、舗装の打換えや改良事業等に合わせて実施することで、より事業の効率性や効果の向上が期待されます。関連事業

に合わせた実施時期を検討します。また、沿道開発等により交通量の増加が予測される場合は、開発時期に合わせた実施を検討します。 

 上記が無い場合は、整備優先路線の評価基準（案）に基づき、整備優先順位を検討します。 

 整備優先路線の評価基準は、事故対策、事故防⽌、実施熟度の視点で評価項目を路線単位で検討し、評価方法は、各項目を点数化し、合計得
点の⾼い順とします。 

≪第２7 回専門部会での議論≫ 
 整備優先路線の評価基準のみで優先順位を決めた方が分かりやすい。 

 地元の要望があるところから整備すれば良いのでないか。 

 鎌倉地域の中で⼩町⼤路は⾃動⾞のスピードが出やすい。 

 地区交通計画全体との整合を考えるべきである。 
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歩⾏者尊重道路の整備路線を選定する進め方（案） 
                                                   ≪ 歩⾏者尊重道路の沿道⾃治会の状況≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO 歩⾏者尊重道路 沿道⾃
治会数 ⾃治会名称 

1 今⼩路通り ６ 由比ガ浜⾃治会、塔の辻⾃治
会、蔵屋敷⾃治会、御成末広⾃
治会、扇ガ⾕下町⾃治会、雪ノ
下岩⾕町内会

2 ⼩町⼤路 ５ 横町⾃治会、⼩町上町明光⾃治
会、⼩町二丁目東⾃治会、⼩町
元町町内会、⼤町八雲⾃治会

3 海浜公園〜周辺観光拠点間道路 ３ 若宮⾃治会、由比ガ浜⻄⾃治
会、⻑⾕⾃治会

4 江ノ電⻑⾕駅前道路 １ ⻑⾕⾃治会
5 稲村ヶ崎駅近隣〜極楽寺駅〜極楽

寺切通し〜坂ノ下に抜ける道路 
４ 稲村ガ崎⾃治会、極楽寺⾃治

会、坂ノ下⾃治会、⻑⾕⾃治会
6 佐助⼀丁目信号〜御成中学校前〜

鎌倉⼥学院前に抜ける道路 
３ 佐助⾃治会、塔の辻⾃治会、由

比ガ浜⾃治会
7 県道藤沢鎌倉線から⻑⾕⼤⾕⼾交

差点に抜ける道路 
１ ⻑⾕⾃治会 

8 若宮⼤路横須賀線⾼架下付近から
御成⼩学校前交差点に抜ける道路 

２ 蔵屋敷⾃治会、御成町末広⾃治
会

9 二の鳥居前交差点から鎌工会館ビ
ルに抜ける道路 

２ 扇ガ⾕下町⾃治会、八幡宮前振
興会

平成 29 年度 
（後期） 

平成 30 年度 
 
（前期） 
 
 
 
（後期） 

想定される予算措置、事業課との調整等を
前年に実施 

整備する歩⾏者尊重道路の選定（１年に１路線程度） 

沿道⾃治会との協働による整備方針の検討 
（2〜3 回のワークショップの開催）

事業着手 

歩⾏者尊重道路整備の沿道⾃治会に対する説明会の開催 
⇒整備への協⼒や理解があり、整備促進を希望する⾃治会要望

に関する説明 

ケース 1 
➾要望が１ヶ所の場合

ケース 2 
➾要望が複数の場合 

ケース 3
➾要望がない場合 

歩⾏者尊重道路整備を要望する沿道⾃治会の募集・選定 

評価基準による整備優先道路の評価 
（評価のための交通量調査等の実施） 
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整備優先路線の評価基準(案)  

 既存データによる評価ができない項目については、状況の深刻さを明らかにする最低限の調査を実施します。 
 評価基準の中で、点数が「１」と「２」があるものは、深刻さにより差をつけました。 

 

視点 評価項目 評価方法 
具体的な評価方法（得点方法） 

評価基準 点数 

事故対策 これ以上の交通事故が起
きないよう対策を講じる 

①歩⾏者に係る交通事故の発⽣
件数 

警察からの 
提供データ 

歩⾏者尊重道路の１㎞当りの平均交通事
故件数よりも多い 

２ 

事故防⽌ 
 
 
 

 

危険を感じる道路やスピ
ードが出やすい道路に対
し、交通事故を未然に防
ぐ 

②ヒヤリハットの回数 プローブデータ
の収集

全歩⾏者尊重道路の平均回数よりも多
い⼜は比較する道路よりも多い

２ 

③歩道の整備状況 
 

現地調査 
＊収集済み 
 

a.両側歩道なし 
（全区間に対し 8 割以上） 

２ 

b.片側歩道なし 
（全区間に対し 8 割以上） 

１ 

④⾃動⾞の平均⾛⾏速度 
 

ピーク時２〜３
時間の交通量調
査の実施

30 ㎞/h 以上 ２
20 ㎞/h 以上 １ 

⑤歩⾏者交通量 〃 全歩⾏者尊重道路の平均交通量よりも多
い⼜は比較する道路よりも多い

２ 

⑥⾃動⾞交通量 
※⾞道幅員と歩道設置の有無が変わ
る道路種級で評価

〃 ４,000 台以上(４種２級相当) ２
500 台以上（４種３級相当） １ 

上 位 計 画
との整合 

まちづくり計画に位置付
けがあるか 

⑦鎌倉市都市マスタープランの幹
線道路網体系 

確認済み 鎌倉市都市マスタープランの幹線道路網体系図
（平成27 年9 ⽉）の「地域間を結ぶ主要道路」、「⽣
活道路等に位置付けられている道路」

２ 

合計  


